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シVJ=:J{ 環境を考える③Tコ‘ミの6種分ßU~. 指定袋制が本格スタートt!1 

4月1日から、ごみの6種分別 ・指定袋制が完全実施となります。

正しく分別されていないごみ袋や指定袋以外のごみ袋 (黒い袋や買い物

袋など)は、収集しません。ごみステーシヨンはそれぞれの地区で管理す

ることになっていますので、取り残されたごみ袋は、大きなトラブルの原

因となりかねません。

環境のため、そしてみんなのために、必すJレーjレを守って指定袋で出し

ましょう。

今月号のみどころ

o大洲市総合福祉センター完成… P2 ~ 3

0ごみの6種分別・指定袋制

今月から本格スタート./ ...・H ・..p4 

0大洲市消防出初め式…...・ H ・.....・ H ・..P 5 

0愛犬の登録と注射を忘れずに...・H ・..p6 

0八尾・中島雨水ポンプ場が完成……P9 

今月の納税は

固定資産税 1期

納期は 4月30日です

市民の動き

平成11年2月26日現在

人 口 39，442人 (+ 18) 

男 18，819人 (+ 12) 

女 20，623人 (+ 6) 

世帯数 14，275世帯 (+ 10) 

面 積 240.99平方キロメ トル



4月号広報おおず '99
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コ
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福祉センター完

ナヌシむ参亨

平
成
九
年
十
二
月
か
ら
東
大
洲
に
新
築
工
事
を
行
っ
て
い

た
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
福
祉
社
会
に
向
け
、
大
洲
市
で
は
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
人
に
や
さ
し
く
、
住
み
よ

い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
す
べ
て

の
市
民
が
自
助
・
協
助
の
精
神
を
培

い
、
明
る
い
社
会
を
目
指
す
た
め
の

「
交
流
」
「
情
報
」
「
学
習
・
研
究
」

「
援
助

・
自
立
」
の
四
つ
の
機
能
を

持
た
せ
た
福
祉
の
総
合
的
な
拠
点
施

設
で
す
。

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
新
た
に
設
け

た
老
人
・
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
保
健
福
祉
事

業
を
行
っ
て
い
る
次
の
施
設
な
ど
が

集
約
さ
れ
ま
し
た
。

O
社
会
福
祉
協
議
会

O
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

O
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

O
愛
育
ホ
1
ム

O
高
齢
者
保
健
部
門

削
船
州
制
州
劇
州
制
服

d
R
N
Mル作
U
K舵
恥

t
t
w此
恥
恥
此
町
、

{
1階

}L

社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
身
体

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ヘ
ル
パ

l
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

-
デ
イ
ル
l
ム

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

心
身
機
能
の
低
下
し
た
人
を
専
用
車

で
送
迎
し
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、

社
会
的
孤
立
感
の
解
消
や
心
身
機
能

の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。
デ
イ
ル
ー

ム
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し

て
い
る
人
た
ち
が
交
流
し
、
く
つ
ろ

ぐ
場
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

av大
浴
室
と
特
殊
浴
室

広
々
と
し
た
大
浴
室
(
温
泉
と
同

じ
効
果
の
あ
る
人
工
温
泉
)
を
設
け
、

快
適
な
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま

す
。
ま
た
、
利
用
す
る
人
の
動
作
能

力
に
応
じ
て
様
々
な
浴
槽
を
設
け
た

特
殊
浴
室
も
あ
り
、
座
る
姿
勢
の
保

て
な
い
人
も
機
械
浴
槽
で
安
心
し
て

気
軽
に
入
浴
で
き
ま
す
。

企大浴室

{
2階
}

高
齢
者
保
健
部
門
や
図
書
室
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
l
ム
な
ど
「
学
習
・

研
究
」
の
た
め
の
施
設
が
あ
り
ま
す
0

.
調
理
実
習
室

車
椅
子
の
人
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
、
高
さ
の
調
整
可
能
な
調
理
台
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

-
栄
養
指
導
室

栄
養
指
導
を
行
う
栄
養
指
導
室
は
、

実
習
で
調
理
し
た
食
事
の
試
食
な
ど

交
流
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
と

こ
ろ
で
す
。
食
べ
る
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
し

F
つ
。

A

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
の
場

と
し
て
、
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め

の
朗
読
テ
l
プ
の
作
製
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

{
3階
}

高
齢
者
の
健
康
を
考
え
た
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
心
身
障
害
児
通
園
施

設
「
愛
育
ホ
l
ム
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
-
健
康
増
進
室

日
常
生
活
や
歩
行
訓
練
を
行
う
健

康
増
進
室
を
設
け
ま
し
た
。
趣
味
の

活
動
に
利
用
で
き
る
教
養
・
娯
楽
室

で
は
、
将
棋
や
囲
碁
を
は
じ
め
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

-
お
も
ち
ゃ
の
図
書
館

就
学
前
に
お
け
る
児
童
の
支
援
施

設
で
あ
る
「
愛
育
ホ
l
ム
」
の
隣
に

は
、
お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
を
設
け
、

児
童
だ
け
で
な
く
親
子
で
憩
え
る
場

所
を
提
供
し
ま
す
。

2 

企健康遊歩道 (2階)

【

4
階
}

様
々
な
利
用
者
の
交
流
を
深
め
る

場
と
し
て
、
多
目
的
ホ
1
ル
、
小
会

議
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

A
V
多
目
的
ホ
l
ル

各
種
福
祉
大
会
や
大
き
な
研
修
会
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
に
も
対
応
し
た
多
目
的

ホ
l
ル
は
、
最
大
約
四
百
人
を
収
容

で
き
ま
す
。

施

曇向

llX 

概

要

総
事
業
費
約
二
十
三
億
円

敷
地
面
積
約
八
千
三
百
三
十
ば

構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階

建
(
付
属
棟
/
鉄
骨
平
屋
建
)

延
床
面
積
約
四
千
三
百
八
十
ば

駐
車
台
数

一
O
五
台

施
設
の
利
用
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、

多
目
的
ホ
ー

ル
を
は
じ
め
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
会

議
室
、
研
修
室
な
ど
が
設
け
て
あ
り
、

目
的
に
応
じ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
込
方
法
、
使
用
料
な
ど

詳
し
く
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



3 

4階

多目的ホーJレ

白 田圃
3階

欄 室 lE星雲記l保育 室
健康増進室I 集会室

2階

4目，目
大洲市総合福祉センタ一平面図

4階多目的ホール小会議室

3階老人福祉センター ミ二シルJ¥一人材センター
生活相談室教養娯楽室集会室健康増進室
愛育ホーム
保育室指導員室医務室兼静養室訓練室療育相談室
おもちゃの図書館

2階高齢者保健部門
リラクゼーションルーム ボランティア講座機材収納室
あそびりテーション室 医務室調理実習室
栄養指導室研修室図書室交流室福祉団体室
ボランティアルーム 録音室

1階老人・身体障害者デイサービスセンター
デイルーム創作活動室・静養室大浴室特殊浴室事務室
社会福祉協議会へjレJ'¥ーステーション
相談室会議室展示コーナー

図書室

みんなにやさしいっくり

o段差のない通路

全館を通じて段差を解消し、手摺りを設け

ました。

0点字プレート

目の不自由な人も安心して館内を動けます。

0多目的トイレ

限措~~rl_土二 J 固とh
各階には多目的トイレを設置しており、車

椅子の人をはじめ、どなたでも利用できます。

0ナースコール

全館のトイレ・浴室などには、ナースコー

ルガ設けてあります。

080インチマルチビジョン

1階ホ一八必マルチビジョンでは、初めて

利用する人に分かりやすく施設をご案内。

また、各種福祉情報などを提供します。

みなさんのご利用を
お待ちしています

大淵市総合宿祖センター
干795-0064大洲市東大洲270-1

おおずふく し

023-0294 
FAX23-0295 



広報ああず '99 4月号

昨
年
十
月
よ
り

6
種
分
別
及
び
指
定
袋
制
を
試
行
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
新
し
い
分
別
に
も
う
慣
れ
ま
し
た
か
?

い
よ
い
よ
四
月
一
日
よ
り
完
全
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

必

ず

指

定

袋

で

出

し

ま

し

ょ

う

四
月
か
ら
は
、
指
定
袋
以
外
で
出

さ
れ
た
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

、
買
い
物
袋
、
段
ボ
ー
ル
箱
や
指
定

袋
以
外
の
ご
み
袋
で
は
出
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

4・赤字

-
も
や
す
ご
み

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
を

よ
〈
見
て
出
し
ま
し
ょ
う

平
成
十
一
年
度
版
ご
み
出
し
カ
レ

ン
ダ
ー
は
、
表
裏
に
半
年
分
ず
つ
掲

載
し
て
い
ま
す
。
半
年
経
っ
た
ら
張

り
替
え
て
収
集
日
を
確
認
し
て
出
し

ま
し
ょ
、
っ
。

青字時

-
よ
も
や
さ
な
い
ご
み

-
資
源
ご
み
(
缶
・
ビ
ン
)

.
資
源
ご
み
(
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
容
器
)

※
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
指
定
袋
以
外
で
出
さ
れ
て
い
る
と

き
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

地
区
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
ル
l
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

ご
み
分
別
の
ポ
イ
ン
ト

①
缶
・
ビ
ン
は
資
源
ご
み
の
日
に
出
し
ま
し
ょ
う

缶
・
ピ
ン
は
、
も
や
さ
な
い
ご
み
の
日
に
は
出
さ
な
い
で
、

資
源
ご
み
(
缶
・
ピ
ン
)
の
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

②
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
食
品
ト
レ
イ
は
よ
く
洗
っ
て
資
源
ご
み
の
日
に

せ
っ
か
く
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て
も
汚
れ
て
い
て
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
洗
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
混
ぜ
て
は
い
け
な
い
食
用
油
ボ
ト
ル
・
シ
ャ
ン
プ
ー
ボ
ト
ル

が
入

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
リ
サ
イ
ク
ル
マ

l
ク
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

の
ク
の
う

h
'

レ
一
も
よ

弘
、
回
T
N
W
内
乱

F
-
4
E
r
t
ポ
引
む
川
山

d
F
.
F
ト
イ
い
副

4
4

ツ
サ
つ
例

ベ
リ
が
わ

-つ

が
る
り
ょ

物
い
取
し

異
て
は
ま

に
つ
合
き

@

紳

入

場

除

A
ピ
吋
l
寸

F
勺
i
卜

と引

uω

キ
は
出

• 
市

、~

彰弘、・ょくゆすいで
ト/¥i乾かします

の
ク
の
う

h
F

ル
一
も
よ

-
‘
司
圃
一
マ
る
九

ハ6
H内
問
外
広

4
F
圃
ス
イ
い
日

4
4
泡
ザ
つ
内
』

奨
り
が
なそ7
占25Z

必
ず

③
古
紙
類
は
種
類
ご
と
に
十
文
字
に
し
ば
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う

古
紙
類
も
材
質
に
よ
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
が
違
い
ま
す
。
新

聞
・
雑
誌
・
古
布
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

を
十
文
字
に
し
ば
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

選欝

種毒古布

雑誌

紙パック

④
6
種
分
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
見
て
出
し
ま
し
ょ
う

4 

禁

止

事

項

A
V
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

庭
先
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
類
・
紙
類

を
焼
く
こ
と
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発

生
の
原
因
と
な
り
、
ま
た
、
煙
は
近

所
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
野
焼
き
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

av不
法
投
棄
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

人
家
か
ら
離
れ
た
場
所
や
山
間
部

に
、
ご
み
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
な
い
人

が
投
げ
捨
て
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
た
と
え
こ
れ
が
自
分
の
所
有
地

で
あ
っ
て
も
不
法
投
棄
と
な
り
ま
す
。

ご
み
処
理
場
な
ど
で
適
正
な
処
理
を

し
ま
し
ょ
、
っ
。

-
自
分
の
地
区
以
外
の
ご
み
ス
テ
l

シ
ョ
ン
に
出
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん

地
区
に
よ

っ
て
ご
み
を
出
す
日
が

違
い
ま
す
の
で
、
通
勤
途
中
な
ど
に

地
区
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と

管
理
・
清
掃
し
て
い
る
人
た
ち
に
迷

惑
が
か
か
り
ま
す
。
必
ず
、
自
分
の

地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し

ま
し
ょ
、
つ
。

※
ご
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮

(ω
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
・

1
6
6
)
 



158人を表彰

4月号

消防活動の功績をたたえ、

広報ああず '99

三
月
七
日
、
大
洲
市
消
防
出
初
め
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
会
場
を
肱
川
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
市
民
会
館
に
移
し
て
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
市
内
の
十
一
分
団
か
う
約
八
百
人
が
参
加
。

消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
う
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
表
彰
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
)

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

[
功
績
章
]
井
上
清
二
(
本
部
)

[
精
績
章
]
山
本
忠
(
本
部
)

[
勤
続
章
]
村
上
和
男
(
肱
南
)
、

武
田
重
光
(
肱
北
)
、
上
田
明
利
、

岡
本
文
克
、
大
中
章
由
(
上
須
戒
)

【
愛
媛
県
知
事
表
彰
}

[
功
労
章
]
村
上
和
男
(
肱
南
)
、

松
中
孝
次
(
平
野
)
、
大
隅
慎
司

(
三
善
)
、
楠
野
茂
利
(
粟
津
)
、
増

田
雅
史
(
上
須
戒
)
、
増
田
勇
雄

(
消
防
署
)

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

[
功
績
章
]
上
田
明
利
(
上
須
戒
)

{
勤
続
章
]
(
二
十
年
以
上
)
西
岡

輝
治
、
丸
田
貢
三
(
肱
北
)
、
中
内

功
(
平
野
)
、
三
好
久
夫
(
南
久
米
)
、

上
田
栄
一
、
武
内
利
夫
、
村
上
仁
郎

(
新
谷
)
、
高
橋
日
出
夫
(
粟
津
)

[
勤
続
章
]
(
十
五
年
以
上
)
高
月

寿
、
松
村
敏
郎
(
肱
南
)
、
三
瀬
次

夫
、
中
川
武
数
(
肱
北
)
、
梶
谷
元

志
(
平
野
)
、
岩
田
清
一
(
南
久
米
)
、

大
下
史
洋
、
寺
崎
弘
剛
(
菅
田
)
、

山
中
忠
司
(
大
川
)
、
上
浅
勝
弘
、

徳
田
登
子
夫
(
柳
沢
)
、
本
田
寛

(
新
谷
)
、
西
本
忠
春
(
三
善
)
、
岡

田
園
典
、
西
野
安
俊
(
粟
津
)
、
上

岡
常
敏
(
上
須
戒
)

[
勤
続
章
]
(
十
年
以
上
)
笹
山
洋

二
、
片
神
哲
治
(
肱
南
)
、
尾
上
和

生
、
太
田
稔
、
毛
利
隆
春
(
肱
北
)
、

前
川
勉
、
西
川
和
雄
(
平
野
)
、
中

野
光
則
(
南
久
米
)
、
田
淵
博
幸
、

景
山
幸
俊
(
菅
田
)
、
藤
山
幸
則
、

西
岡
栄
(
大
川
)
、
宮
浦
実
(
柳
沢
)
、

池
田
昌
弘
(
新
谷
)
、
宮
本
熊
雄

(
三
善
)
、
宮
本
多
久
司
(
粟
津
)
、

政
所
紳
一
(
上
須
戒
)

[
家
族
内
助
の
功
労
者
感
謝
状
]

奥
田
正
子
(
南
久
米
分
団
長
妻
)

【
大
洲
市
長
表
彰
】

楠
本
定
雄
、
祖
母
井
登
、
城
戸
輝
芳
、

酒
井
虞
一
(
肱
南
)
、
三
瀬
次
夫
、

太
田
稔
、
白
石
幸
三
、
兵
頭
秀
明

(肱
北
)、

明
後
久
利
、
加
藤
政
喜

(
平
野
)
、
松
本
義
夫
、
幸
野
登
吉

(
南
久
米
)
、
城
戸
之
典
、
矢
野
貞
美

(
菅
田
)
、
野
中
弘
幸
、

川
内
律
男
、

新
山
勝
久
(
大
川
)
、
泉
和
繁
、
久

保
良
て
上
岡
敏
治
(
柳
沢
)
、
青

野
利
幸
、
本
田
実
、
池
田
学
(
新
谷
)
、

信
尾
邦
彦
(
三
善
)
、
藤
本
進
、
泉

達
也
、
祖
母
谷
信
幸
(
粟
津
)
、
高

橋
裕
司
(
上
須
戒
)

【
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
】

叶
豊
、
松
本
佳
之
、
福
岡
昇
、
藤
田

常
博
、
山
下
哲
夫
、
小
倉
明
(
肱
南
)
、

笹
田
一
生
、
野
久
保
利
て
増
田
和

敏
、
堀
江
幸
男
、
尾
崎
武
司
、
岩
井

強
(
肱
北
)
、
佐
々
木
健
二
、
西
川

和
雄
(
平
野
)
、
上
甲
武
、
井
上
徹
、

小
鳥
和
則
(
南
久
米
)
、
河
野
孝
幕
、

田
淵
博
幸
、
松
浦
弘
義
、
景
山
幸
俊

(
膏
田
)
、
大
野
修
一
、

山
下
富
茂
、

永
岡
孝
二
、
寄
町
学
(
大
川
)
、
塚

本
喜
市
(
柳
沢
)
、
古
河
員
澄
、
渦

岡
祐
司
(
新
谷
)
、
鎌
田
憲
雄
(
三

善
)
、
浅
野
登
、
都
築
久
男
、
楠
野

修
、
松
田
久
召
(
粟
津
)
、
下
岡
宏

永
、
久
保
正
喜
、
白
石
猪
夫
(
上
須

戒
)【大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
】

恋
木
覚
、
渡
遺
正
男
、
亀
田
稔
、
池

田
幸
二
、
白
石
寛
(
肱
南
)
、
西
尾

史
郎
、
中
谷
亨
、
井
上
裕
介
、
大
石

勝
敏
、
藤
江
裕
之
(
肱
北
)
、
谷
本

浩
二
、
小
田
原
雅
孝
、
清
水
隆
志

(
平
野
)
、
宮
脇
隆
、
上
野
靖
幸
、
脇

田
宗
安
、
大
谷
和
寿
(
南
久
米
)
、

永
尾
照
夫
、
新
口
健
一
、
大
元
和
信
、

山
首
憲
市
(
大
川
)、

山
元
道
稔
、

吉
中
昭
文
、
松
本
一
繁
、
穂
積
浩
二

(柳
沢
)
、
松
徳
実
、
篠
原
公
三
、
上

岡
嘉
智
、
西
岡
孝
(
新
谷
)
、
深
部

勝
春
、
太
田
浩
志
(
三
善
)
、
祖
母

井
務
、
武
知
久
志
、
鎌
田
正
敏
、
都

築
泰
弘
(
粟
津
)
、
林
田
成
俊
、
久

保
田
孝
之
(
上
須
戒
)

【
大
洲
市
長
感
謝
状
】

[
消
防
詰
所
用
地
無
償
提
供
者
]

白
石
泰
昭
(
上
須
戒
)

5 
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ミ:通求ω

違舗
月日 場 所 時 間

柳沢桐の目バス停 9 :10~ 9 :30 

柳沢居場バス停 9 :40~ 10 : 00 

J A大洲田処出張所 10:10~ 10・30
4月 相P 沢 連 絡 所 10:40~ 11:30 

15日 菅 田朝日集会所 13:00~ 13:30 

休) 小
ノ居色、 Fι~ 、 ~ 堂 13:50~ 14:10 

大 竹 分 校 跡 14:20~ 14:40 
寸__.ーー. 津 集 ~、 所 14:50~ 15 : 10 
ヌ田吉 田 連 絡 所 15:20~ 16:20 

新 ;:c口、l 中 キE お 庵 9 : 10~ 9 :40 
喜多山佐伯商庖 9 :50 ~ 10・30

4月 新 'ノロ似?、マ 連 絡 所 10 ・ 40~ 11 : 40

16日 肱北公民館田口分館 13:10~ 13:50 

(晶 光照寺横市木集会所 14 : 00~ 14:40 

徳森児 童 センター 14 : 50~ 15 : 30 

西湖サッシ庖前広場 15:40~ 16:20 
Aコープ明日香庖駐車場 9 :OO~ 9 :30 
大 キ艮 鳳 林 寺 9 : 40 ~ 10:00 

4月 平野公民館平地上分館 10 : 20~ 10:40 

20日
平 野 連 絡 所 10:50~ 11:50 
長谷本村集会所 13 ・ 20 ~13:25 
り。
梅 ) 11 集 ~ 所 13:45~ 14:10 
野 佐 来 集 ~ 所 14 : 30~ 14:50 
南 久 米 連 キ各 所 15:05 ~ 16:05 

善 山幸 集 メZ5三王、 所 9 :OO~ 9 :30 

4月 石 イム 集 lヨ』ミ 所 9 : 50 ~ 10:20 
主Eコ主 連 絡 所 10 : 40~ 11 :40 

21日
肱北公民館五郎分館 13 : 15 ~ 13:55 

(水)
大洲市総合体育館 14:05 ~ 15:10 
社会教育センター 15 : 20~ 16:25 

蔵川日の平集会所 9 : 10 ~ 9 :25 

J A大洲蔵川出張所 9 :35 ~ 9 :50 
4月 大 ) 11 連 絡 所 10:10~ 10:50 

22日 I笥 山 西 集 ~ 所 11:30~ 11 :50 

(木) 久 米 公 民 長官 13 : 20~ 14:00 
只越わかば台団地集会所 14:10 ~ 14:40 

大 iHI 市 民 ~ ミ 査官 14 ・ 50~16:20 

ナ丁 越 集 ~三 所 9 :10~ 9 :30 
初 尾 集 メヱ岳ミ、 所 9 ・ 50~10:15 

4月 上 須 戒 連 絡 所 10:25 ~ 11:30 

23日 J¥ Jユ~ 浪 集 ~ 所 13 : 10~ 13:40 

住) 手成本村集会所 14 : 00~ 14:20 
中 場 集 よコ民』 所 14:30~ 14:50 
J¥ グェ'9 喜 連 絡 所 15 ・ OO ~16:00 

平
成
十
一
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
左
表
の
予
定
で

実
施
し
ま
す
。
生
後
九
十
日
を
超
え

る
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
も
よ
り

の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年

一
回
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

登
録
は
、

一
度
す
れ
ば
、
そ
の
後
登

録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

都
合
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
指
定
獣
医
師
の
診
療
所
へ
犬

を
連
れ
て
行
き
、
登
録
・
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
(
診
療
注
射
)
。
あ

る
い
は
、
指
定
獣
医
師
に
家
ま
で
来

て
も
ら
い
、
登
録
・
注
射
を
受
け
て

く
だ
さ
い
(
訪
問
注
射
)
。

今
後
新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
人
も

同
様
に
し
て
く
だ
さ
い

。

表程日

〔
料
金
〕

O
期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

一
頭
に
つ
き
五
千
八
百
五
十
円

、
予
防
注
射
料
二
千
八
百
五
十
円

〆

f

登

録

料

三
千
円
」

O
診
療
注
射
の
場
合

一
頭
に
つ
き
六
千
三
百
五
十
円

¥
予
防
注
射
料

三
千
三
百
五
十
円
J

/

登

録

料

三
千
円
¥

O
訪
問
注
射
の
場
合

一
頭
に
つ
き
六
千
八
百
五
十
円

¥
予
防
注
射
料

三
千
八
百
五
十
円
/

/

登

録

料

三
千
円
¥

※
平
成
七
年
度
か
ら
後
に
登
録
さ
れ

た
犬
は
登
録
料
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。〔指
定
獣
医
師
〕

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
三
一

O
の
二

宮

@
3
2
2
3

O
中
野
獣
医
科
医
院

(中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九宮

@
4
2
7
6

0
西
大
洲
動
物
病
院
(
木
村
邦
子
)

大
洲
市
西
大
洲
甲
九

O
二

宮
⑫

3
3
0
3

な
お
、
犬
を
連
れ
て
く
る
時
に
は

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
登
録
さ
れ
た
犬
を
確
認
す
る
た
め

犬
鑑
札
を
首
輪
に
つ
け
て
来
て
く

だ
さ
い
。

O
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
登
録
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

O
引
き
網
に
は
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
を

使
用
し
、
首
輪
の
点
検
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

6 

O
集
合
場
所
で
の
犬
の
フ
ン
は
、
必

ず
飼
い
主
が
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課

生
活
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)

犬
の
里
親
を
募
集

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼

っ
て
い
る

人
の
う
ち
不
用
と
な

っ
た
犬
と
、
犬

を
飼
い
た
い
人
の
双
方
を
登
録
し
て

市
が
仲
立
ち
を
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
捨
て
犬
を
捕
獲
し
た
場
合
も
飼

い
た
い
人
の
条
件
に
添
っ
て
連
絡
を

し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

。

申
込
書
は
保
険
環
境
課
、
各
連
絡
所

に
あ
り
ま
す
。
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身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
ま
た
は
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
二
疋
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
減
免
の
申
請
は
、
税
務

課
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
期
間
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【対
象
と
な
る
人
}

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
歩
行
の

困
難
な
人
、
知
的
障
害
者
ま
た
は
、

精
神
障
害
者
と
生
計
を
共
に
す
る
人
。

た
だ
し
、
身
体
障
害
の
等
級
や
桂
度

に
よ
っ
て
減
免
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【対
象
と
な
る
車
両
】

市税の納期についてのお知らせ

平成11年度の市税の納期は、

おりです。

納期内納付についてご理解とご協力を

お願いします。

下記のと

業
務
用
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障

害
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
(
身
体
障
害
者
で
年
齢
十
八
歳
未

満
の
人
、
知
的
障
害
者
ま
た
は
、
精

神
障
害
者
で
生
計
を

一
に
す
る
者
が

所
有
す
る
車
両
)
の
う
ち

一
台

{申
請
に
必
要
な
も
の
】

運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
障
害
程
度

が
確
認
で
き
る
身
体
障
害
者
手
帳
な

と
{受
付
期
間
}

平
成
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
四
月

三
十
日

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
税

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
5
)

覧

税目
4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

固定資 2 3 4 
産税 期 翼H 期 真H
軽自動 全
車税 期

市 ・県 2 3 4 
民 税 期 期 期 期

国民健康 2 3 4 5 6 
目果険 税 期 期 翼月 期 翼月 期

市 税 納期平成11年度

国民健康

保険から

のお知らせ

壁

最
近
、
社
会
保
険
が
切
れ
て
い
る

の
に
、
国
保
へ
の
加
入
手
続
き
を
し

て
い
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
し

ば
ら
く
(
十
四
日
以
上
)
た
っ
て
か

ら
加
入
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
、
社

会
保
険
が
切
れ
た
日
か
ら
国
保
加
入

手
続
き
を
し
た
日
ま
で
の
問
の
保
険

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医

療
費
全
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、

保
険
税
は
国
保
加
入
者
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
社
会
保
険
の
切
れ
た
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
社
会
保

険
が
切
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
国
保
へ
加

入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
、
国
保
の
喪
失
手
続
き
を
し

な
い
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
受
診
し

た
際
、
間
違
っ
て
国
民
健
康
保
険
証

を
提
示
す
る
と
、
後
々
医
療
機
関
に

た
い
へ
ん
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
社
会
保
険
に
加
入
し
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
市
役
所
で
国
保
の

喪
失
手
続
き
を
行
い
、
受
診
す
る
医

療
機
関
で
は
社
会
保
険
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
、
正
し
い
保
険
証
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。
改
め
て
、
ご
自
分
の

保
険
証
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
保
険
環
境
課
国
保
係
ま

で
。
宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
5
)

お
と
し
よ
り
の
医
療
費

部
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
老

人
保
健
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
老

人
医
療
受
給
者
証
を
も
た
れ
て
い
る

皆
さ
ん
の
診
療
に
関
す
る
一
部
負
担

金
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
。
-
通
院
の
場
合

・

一

日

に

つ

き

玉

O
O
円

事

・

一

日

に

つ

き

五

三

O
円

※
た
だ
し
、
同
じ
医
療
機
関
に
ひ
と

月
に
五
回
以
上
通
院
し
た
場
合
は
、

五
回
目
以
降
か
ら
無
料
と
な
り
ま
す
0

・
入
院
の
場
合

-
一
日
に
つ
き

事

・
一
日
に
つ
き
一
、
二

O
O
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

等
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き

五
O
O
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る

人
等
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
月
の
負
担

上
限
が
三
万
五
、
四

O
O
円
に
減
額

さ
れ
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
老
人
保
険
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
4
)

一
、一

O
O
円

国
民
年
金
前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
I

国
民
年
金
保
険
料
を
四
月
中
に
前

納
さ
れ
る
人
に
、
楽
し
み
な
お
知
ら

せ

/愛
媛
県
国
民
年
金
課
で
は
『
国
民

年
金
前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
前
納

し
て
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
人
か
ら

抽
選
で
、
六
O
名
に
図
書
券
、
二

O

O
O名
に
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【応
募
資
格
】

平
成
十

一
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
一
年
分
を
四
月
中
に
前
納
し
た
人

【応
募
方
法
】

官
製
は
が
き
に
、
基
礎
年
金
番
号
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
国
民
年
金
に
対

す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
を
記
入

の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【応
募
先
}

〒

7
9
0
1
8
5
7
0

愛
媛
県
国

民
年
金
課
前
納
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
係

【応
募
期
限
】

平
成
十
一
年
五
月
三
十
一
日
必
着

当
選
発
表
は
、
図
書
券
が
「
ね
ん

き
ん
愛
媛
七
月
号
」
の
紙
面
に
て
、

テ
レ
ホ
ン
カ
l
ド
は
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

宮
(旬

2
1
1
1
(
内
線
1
1
1
)

納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。
便
利
で

お
と
ぐ
な
保
険
料
の
前
納
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
/

7 



4月号広報ああず '99

大
洲
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

ー
大
洲
駅
前
徳
森
線
を
二
つ
の
路
線
に
分
割
し

交
差
点
の
一
部
を
拡
幅
し
ま
す
1

A

マ
都
市
計
画
道
路
と
は
7

都
市
計
画
法
で
定
め
て
い
る
都
市

施
設
の
中
の
道
路
で
あ
り
、
当
市
で

は
、
現
在
八
本
の
道
路
を
計
画
決
定

し
て
い
ま
す
。

-
変
更
内
容
に
つ
い
て

「
大
洲
駅
前
徳
森
線
」
を
若
宮
東

大
洲
線
に
変
更
し
、
新
た
に
伊
予
大

洲
停
車
場
線
を
追
加
す
る
も
の
で
す
0

.
変
更
理
由
は
?

平
成
十
二
年
度
を
目
標
に
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
四
国
縦
貫
自
動
車

道
と
中
心
市
街
地
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
大
洲

駅
前
徳
森
線
を
、
道
路
の
性
格
及
び

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
で
は
、

内
子
町
川
中
(
郡
境
)

j
大
洲
市
稲

積
ま
で
の
約
初
回
の
聞
の
国
道
日
号

地
下
に
、
情
報
B
O
X
(
公
共
収
容

空
間
)
を
敷
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
全
国
の
主
要
幹
線
道
路
に
整
備
を

進
め
る
情
報
B
O
X
は
、
二
十
一
世

紀
の
高
度
情
報
通
信
の
基
盤
と
な
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
を
収
め
る
空
間

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー

管
理
区
分
な
ど
か
ら
二
路
線
(
伊
予

大
洲
停
車
場
線
・
若
宮
東
大
洲
線
)

に
分
割
す
る
も
の
で
、
若
宮
東
大
洲

線
に
つ
い
て
は
、
交
通
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
に
終
点
(
東
大
洲
)
を
一

部
拡
幅
す
る
も
の
で
す
。

伊・者 ・II I大
予 5宮 41変11洲 41変
有東 II I駅4大 91 1 1前 4
Z謀|更|ー|集|更

I I I線
線|後

追
加

前

網
が
整
備
さ
れ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路

の
通
行
規
制
・
渋
滞
・
降
雨
降
雪
・

路
面
凍
結
な
ど
の
道
路
情
報
を
得
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

敷
設
工
事
は
、
平
成
十
一
年
五
月

ご
ろ
か
ら
平
成
十
二
年
三
月
ま
で
に

順
次
施
行
す
る
予
定
で
す
。
工
事
期

間
中
は
、
通
行
規
制
な
ど
沿
道
の
皆

さ
ん
・
道
路
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
省
大
洲

工
事
事
務
所
道
路
管
理
課
ま
で
。

告

@
5
1
8
5

騒
音
環
境
基
準
に
係
る

類
型
指
定
地
域
の
変
更

環
境
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
騒
音
環

境
基
準
に
係
る
類
型
指
定
地
域
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

類
型
指
定
地
域
を
示
す
関
係
図
面

は
、
愛
媛
県
庁
企
画
環
境
部
環
境
局

環
境
保
全
課
及
び
大
洲
市
役
所
保
険

環
境
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

告
(
旬

2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)

8 

a
p
E

空
A
W

下

健
脚
自
慢
が
女
集
合

第
十
六
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

民
会
館
か
ら
阿
蔵
、

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
二
月
七
日
⑪
、
大
洲
市

西
大
洲
を
折
り
返
す
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
約
千
百
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
会
の
主
な
成
績
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

{
小
学
4
年
生
男
子
の
部
}
(
3
・3
畑
)

①
西
尾
文
孝
国
分
日
秒
②
松
岡

泰
成
日
分
∞
秒
③
村
上
成
美
日

分
口
秒
(
参
加
者
白
人
)

{
小
学
4
年
生
女
子
の
部
}
(
3
・3
畑
)

①
尾
上
麻
梨
日
分
幻
秒
②
崎
野

そ
れ

莱
津
美
日
分
幻
秒
③
中
川
希
望

日
分
担
秒
(
参
加
者
日
人
)

{
小
学
5
年
生
男
子
の
部
}
(
3
・3
畑
)

①
日
道
俊
之
日
分
日
秒
②
寺
脇

大
和
日
分
回
秒
③
古
谷
知
彦
日

分
臼
秒
(
参
加
者
印
人
)

{
小
学
5
年
生
女
子
の
部
}
(
3
・3
畑
)

①
樋
口
麻
奈
美
日
分
必
秒
②
二

宮
麻
季
H
分
日
秒
③
松
本
芙
美

子
日
分
却
秒
(
参
加
者
犯
人
)



4月号

平
成
八
年
度
に
着
工
し
た
八
尾
・

中
島
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成
し
、
四

月
一
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
八
尾
・
中
島
雨
水
ポ
ン
プ
場

は
、
大
洲
市
公
共
下
水
道
事
業
の

一

環
と
し
て
、
八
尾
地
区
及
び
中
島
地

区
周
辺
の
浸
水
解
消
の
た
め
、
総
工

費
約
二
十
三
億
円
を
か
け
建
設
し
た

も
の
で
、
建
物
の
景
観
は
大
洲
城
の

復
元
に
合
わ
せ
、
日
本
瓦
・
な
ま
こ

浸

水

被

害

八
尾

を

解

消

r・

中
島
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成

• 

壁
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

両
ポ
ン
プ
場
と
も
に
、
通
常
は
バ

イ
パ
ス
水
路
に
よ
り
、
自
然
に
雨
水

を
流
し
ま
す
が
、
大
雨
に
よ
り
久
米

川
の
水
位
が
上
昇
し
た
と
き
は
、
バ

イ
パ
ス
水
路
を
バ
イ
パ
ス
ゲ
l
ト
で

閉
鎖
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
り
雨
水
を
強

制
的
に
排
水
し
ま
す
。

こ
の
ポ
ン
プ
は
、
平
成
七
年
七
月

の
大
水
害
時
、
同
地
区
に
大
き
な
被

広報ああず '99

...八尾雨水ポンプ場

室
口
を
も
た
ら
し
た
内
水
を
も
完
全
に

排
水
す
る
能
力
を
備
え
た
も
の
で
す
。

た
び
た
び
浸
水
被
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
八
尾
地
区
及
び
中
島
地
区
周

辺
で
す
が
、
こ
の
ポ
ン
プ
場
の
完
成

に
よ
り
、
今
後
は
大
雨
に
よ
る
浸
水

の
心
配
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
雨
水
ポ
ン
プ
場
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
下
水
道
課
ま
で
。

宮
@
2
1
1
1
(
内
線
2
5
3
)

み雨水ポンプ場のしく

③バイパス水路

※通常時恒

③バイパス水路を通り久米川に流れる。

※非常時 恒

①バイパスゲート⑮→②流入ゲート⑮→排水ポンプ⑦→久米川へ放流

※排水ポンプ能力 八尾 (6rri/秒) 中島(1 rri/秒)

{
小
学
6
年
生
男
子
の
部
}
(
3
・
3
畑
)

①
植
田
拓
朗
ロ
分
必
秒
②
蔵
本

裕
ロ
分
叫
秒
③
白
石
大
悟
日
分

開
秒
(
参
加
者
白
人
)

{
小
学
6
年
生
女
子
の
部
}
(
3
・
3
M
)

①
西
山
理
奈
日
分
日
秒
②
上
甲

真
友
美
日
分
臼
秒
③
村
上
真
理

恵
日
分
問
秒
(
参
加
者
詩
人
)

【
中
学
生
男
子
の
部
}
(
3
・
3
畑
)

①
森
昭
夫
日
分
的
秒
②
亀
田
貴

文
日
分
目
秒
③
永
田
浩
之
日
分

日
秒
(
参
加
者
3
4
8
人
)

【
中
学
生
女
子
の
部
}
(
3
・
3
畑
)

①
池
田
由
佳
里
日
分
担
秒
②
岡

田
梨
江
日
分
幻
秒
③
山
本
真
幸

比
分
閃
秒
(
参
加
者
1
2
3
人
)

{
高
校
生
男
子
の
部
}
(
5
・
8
M
)

①
野
久
保
八
代
幻
分
泊
秒
②
帽

子
克
彦
幻
分
印
秒
(
参
加
者
2
人
)

ご
般
男
子
3
・
3
M
の
部
】

①
松
尾
幸
穂
日
分
団
秒
②
帽
子

幸
隆
日
分
日
秒
③
下
石
雅
樹
日

分
叩
秒
(
参
加
者
5
人
)

=
般
女
子
3
・
3
M
の
部
}

①
尾
上
和
子
口
分
目
秒
②
二
宮

美
恵
子
四
分
幻
秒
③
山
本
静
四

分
回
秒
(
参
加
者
3
人
)

=
般
男
子
3
・
3
畑
相
歳
以
上
の
部
一

①
村
本
知
律
ロ
分
回
秒
②
星
野

勇
四
分
出
秒
③
三
好
康
四
分
出

秒
(
参
加
者
3
人
)

{
一
般
男
子
5
・
8
畑
の
部
}

①
鎌
田
真
吾
川
四
分
印
秒
②
二
宮

敏
浩
加
分
必
秒
③
東
武
男
初
分

目
秒
(
参
加
者
4
人
)

=
般
男
子
5
・
8
畑
相
歳
以
上
の
部
}

①
佐
々
山
吉
一

n分
出
秒
②
黒

木
政
義
幻
分
必
秒
③
亀
岡
十
三

男

m分
却
秒
(
参
加
者
4
人
)

【
印
歳
以
上
の
部
}
(
2
・
2
M
)

①
松
中
秀
夫
叩
分
閃
秒
②
松
井

義
太
郎
叩
分
日
秒
③
河
内
孝
雄

日
分
叫
秒
(
参
加
者
6
人
)

{
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
l
ス
}
(
2
・2
蜘
)

(
参
加
者
3
1
2
人
)

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス
の
順
位
及
び

タ
イ
ム
並
び
に
各
部
門
の
4
位
以

下
の
順
位
及
び
タ
イ
ム
に
つ
い
て

は
、
大
洲
市
総
合
体
育
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
@

6

2

5

5

a

q

 --' 

9 



広報ああず '99 4月号

つ
い
に
解
明
!

天
守
閣
の
撤
去
時
期

大
洲
城
に
は
、
い
く
つ
も
の
不
思

議
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
、
だ
れ
が
建

て
た
の
か
?
な
ぜ
四
層
四
階
な
の
'
か
?

地
方
大
名
の
城
な
の
に
外
観
が
江
戸

城
に
似
て
い
る
の
は
な
ぜ
?
本
来
中

央
に
あ
る
は
ず
の
通
し
柱
が
北
寄
り

に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
?
天
守
が

本
丸
の
西
側
に
あ
る
の
は
な
ぜ
?
い

つ
天
守
閣
が
撤
去
さ
れ
た
の
?
こ
の

中
で
、
つ
い
に
ひ
と
つ
の
疑
問
が
解

明
さ
れ
ま
し
た
。

大
洲
城
天
守
閣
の
撤
去
時
期
に
つ

い
て
は
、
明
確
な
史
料
が
な
く
て
不

明
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
洲
市
誌

で
は
、
古
い
順
か
ら
明
治
六
年
、
明

治
十
七
・
十
八
年
、
明
治
二
十
年
以

前
、
明
治
二
十
五
年
と
い
う
諸
説
が

掲
載
さ
れ
、
天
守
閣
を
取
り
壊
し
た

時
期
は
、
『
決
定
づ
け
る
も
の
は
ま

だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い

。」

と
結
ん

で
い
ま
す
。

平
成
十
年
夏
、
大
洲
城
天
守
閣
の

取
り
壊
し
記
事
の
コ
ピ
ー
が
市
役
所

に
届
き
ま
し
た
。
送
り
主
は
、
愛
媛

県
歴
史
文
化
博
物
館
学
芸
員
の
平
井

誠
さ
ん
。
平
井
さ
ん
は
、
学
生
時
代

か
ら
城
郭
の
研
究
を
続
け
て
い
て
、

県
立
図
書
館
で
明
治
の
新
聞
記
事
を

第

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
+
六
年

(二

O
O
囚
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所
・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
宮

@
2
1
1
1
(
内
線

2
2
2
)

号32 

調
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
明
治
二
十

一
年
十
月
二
十
三
日
付
け
の
海
南
新

聞
に
次
の
よ
う
な
記
事
を
発
見
し
た

も
の
で
す
。

同

・
天
守
閣
取
除
け
大
洲
の
奮

(
旧
)
城
閣
は
営
時
同
地
香
川
某

の
所
有
す
る
所
な
る
が
今
度
之

れ
を
取
除
く
る
と
抑
に
て
既
に

四
五
目
前
よ
り
瓦
剥
ぎ
取
り
に

着
手
し
た
り
と
か

城
天
守
閣
の
取
り
壊
し
時
期
は
、
明

治
二
十

一
年
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に

な
り
ま
し
た
。

今
か
ら
百
十

一
年
前
の
近
代
で
の

出
来
事
で
す
が
、
人
々
の
記
憶
か
ら

い
つ
の
間
に
か
失
わ
れ
て
い
た
の
で

す
。
今
回
、
歴
史
研
究
家
の
粘
り
強

い
研
究
で
、
大
洲
城
の
不
思
議
の
ひ

と
つ
が
解
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

天
守
閣
の
完
成
予
定
の
平
成
十
六
年

ま
で
に
、
い
く
つ
の
疑
問
が
解
決
で

き
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

こ
の
記
事
の
発
見
に
よ
り
、
大
洲

企明治10年頃撮影された大洲城天守閣(右)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
と
同
和
教
育

早
春
の
光
の
沖
そ
ん
ひ
ざ

まど
や
わ
ら
か
な
早
春
初
日
差
し
が
、

窓
ご
し
に
ホ
l
ル
の
中
い

っ
ぱ
い
に

ひ

ろ

き

ょ

γ
つ

し

な

い

広
が
っ
て
い
ま
す
l

A
寸
日
は
市
内
の

ふ
じ
ん
カ

U

こ

う

と

う

ひ

ら

と

う

わ

と
わ
め
繍
以
桧
誠
一
治
向
付
、
開
く
同
和

問
題
女
性
学
習
清
輝
の
畑
河
す
い

は
じ
初
に
『
一
メ
躍
の
知
祖
ポ
向
け

て
」
と
題
し
た
講
師
の
話
を
聞
き
ま

て
〆
4

2

X

l

v

p

カ

し
た
。
続
い
て
映
岨

「サ
ン
セ
ッ
ト

サ
ン
ラ
イ
ズ
」
を
見
ま
じ
た
。
そ
し

さ

き

ほ

ど

治

い

い

ん

そ

う

ご

い

け

ん

こ

う

行
先
非
か
ら
、
会
員
相
互
の
清
見
交

棋
ザ
行
市
れ
て
い
ま
す
。
治
療
沖
お

菓
子
も
出

K
Uん和
町
い
か
吟
雰
囲
気
の

中
に
も
、
真
剣
な
話
し
合
い
が
続
い

て
い
ま
す
。

し
ゅ
じ
ん
こ
う

じ
ょ

L
h
L
r
が
撤
回
対
訂
作
内
世
人
公
の

女
子
中
学
生
の
行
動
力
に
教
え
ら
れ

カ
人
そ
う

ま
し
た
。」
と
が
り
た
映
画
の
感
想
に

て

き

て

き

カ

く

は
じ
ま
り
、
次
々
と
桐
湘
問
題
の
核

心
に
払
れ
は
山
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

「
若
い
伏
た
ち
は
、
同
和
問
題
に

つ
い

K
嘩
礎
か
吟
学
習
し
て
い
る
か

ら
1

前
向
き
に
生
き
て
い
け
ま
す
が
、

り
た

L

3

ん
だ
い

私
た
ち
の
年
代
の
も
の
は
、
ま
だ
ま

し

き

そ

こ

さ

ベ

っ

こ

こ

ろ

の

こ

だ
意
識
の
底
に
差
別
の
心
が
残
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
r
で
し
ょ
う
か
。」

』

け

p
d

こ

ん

も

あ

「
わ
が
子
の
加
瀬
の
舗
が
持
ち
上

詐
っ
吃
と
持
、
先
坊
の
親
か
ら
差
別

的
な
取
り
扱
い
を
受
け
ま
し
た
が
、

そ
れ
'
に
負
け
る
こ
と
な
く
、

せ
U
G
U
と
、
っ
と
、
つ

正
々
堂
々
ヱ
生
告
て
い
ま
す
。」

ま
カ
て
こ
、
っ
と
三
つ
ホ
き
ょ
λ
J
i
v
〈

じ」
一以
吋つ、学
校
同
和
教
育
は
坑
札
か

に
充
実
し
て
き
で
い
ま
す
。
社
会
同

No.246 

人
権
と
同
和
教
育

10 

ち
か
ら

和
教
育
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
か

お
も

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。」

「7
寸
ど
も
た
ち
が
J

せ
っ
か
く
学

た

た

べ

ん

き

ょ

う

披
で
狂
し
い
予
よ
を
勉
強
し
て
も
、

家
に
帰
お
比
大
人
が
そ
れ
を
こ
わ
し

て
い
る
現
実
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。一

は
は
お
や
足
い
き
ょ
う
り
よ
く
お
お

「
母
親
の
影
響
力
社
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
わ
が
子
に
対

L、
同
和
問

カ
λ
カ

何

人

き

題
に
つ
い
て
の
正
し
い
考
え
を
本
気

マ
通
り
詐

ωも
切
で
す
。
」
・
・

と、

予
定
の
時
聞
が
過
ぎ
て
も
次
々
と
清

見
は
っ
き
ま
せ
ん
。
話
し
合
い
の
深

ま
り
と
と
も
に
、
二
つ
の
婦
人
会
の

桧
員
状
ち
の
心
が

一つ
に
溶
片
企
いい

共
《
学
び
合
う
、
す
ば
ら
し
い
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

さ

し

ご

え

ひ

め

け

ん

き

ょ

う

い

く

い

い

ん

か

い

最
後
点
、
波
誠
県
教
清
津
市
還
同

和
教
育
課
の
先
生
か
ら
指
導
助
言
が

あ
灼
技
し
除
。
先
生
は

γ
洞
和
問
題

の
解
決
を
阻
ん
で
い
る
品
情
訪
山
一
夜

一
一
ん
や
に
溜
さ
部
仇
あ
と
「
男
女
共
同

渉
酒
社
会
を
実
萌
す
る
た
め
以
批
、

男
性
の
意
識
を
変
え
て
い
く
必
要
が

じ
よ
ゼ
iv
唱
の
す
カ

あ
り
ま
す
決
瓦
性
自
ら
も
学
ん
で
、

し
っ
か
り
行
動
し
て
く
だ
さ
い

二

ち
カ
ら
ヴ
よ
く
む
す

ー

と
力
強
く
結
ば
れ
ま
し
た
。

お

わ

さ

ん

か

会
も
終
っ
て
、
参
加
し
た
人
た
ち

し
ち
ょ
う

・

は
み
な

一
様

ル

九

一

に
、
ほ
の
ほ
う

、y、
時
吋
阿

切
り
ι
し
扶
充
当
一
小
ヤ

M

実
鴻

を

胸

に

、

》

¥

家
路
に
つ
き

A

ぺ
r

ま
し
た
。

J

J

4
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2月20日(t)砂
伝統芸能に親しんで

もらおうと「伝統芸能

ふれあい公演」が行わ

れ、こども朝日文楽ク

ラブのとどもたちが文

楽を披露しました。乙

の目、招待された市内

の小・中学生たちは、

浄瑠璃や独特の人形遣

いを鑑賞しながら文楽

について学びました。

2月16日ω砂

~...2 月 9 日ω

大洲城天守閣跡地の発掘調査が2月からスター

卜。乙の日は、台座の土を取り除く作業が丁寧に

行われていました。調査は礎石や遺物などを確認

しながら、掘り下げるもので、その結果は天守閣

復元に向けた基礎資料となります。

「八多喜のお祇園様J(祇固ま~
つり)が今年も旧正月の四日
閤聞かれました。大勢の参拝
客が訪れ、名物のおとしが飛
ぶように売れていました。‘2月17日制
バランスのとれた健康食を
普及しようと健康食晶試食会
が行われました。大洲市食生
活改善推進協議会が主催した
もので、会員ら約200人が参加、
さまざまな料理を持ちより、試
食し合いました。

2月21日目砂
四国のみちウオーク大会が
開催されました。親子連れら
約230人が参加、臥龍山荘やお
はなはん通りなど肱川|沿いの
みち約 5キロを元気に歩きま
した。

'‘. 2月27自白大洲市民大学が開かれ、女
優の渡辺えり子さんが講演を
行いました。舞台での苦労な
どをおもしろおかしく話され、
会場はたいへんな盛り上がり
ょうでした。

~2 月 17日制
テレビでもおなじみ

の楠田枝利子さんの講

演会が 『これまでの旅、

とれからの旅』と題し、

市民会館で行われまし

た。八幡浜・大洲地区

広域市町村圏組合など

が主催したもので、満

員の聴衆は、楠田さん

の知識とユーモアあふ

れる話に、熱心に耳を

傾けていました。

( 



4月号

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成
事

業
に
よ
り
、
若
宮
獅
子
舞
の
獅
子
頭
な

ど
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

若
宮
獅
子
舞
は
、
古
く
か
ら
五
穀
豊

鏡
の
祈
祷
・
悪
魔
払
い
の
風
習
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
現
在
は
若

宮
青
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
保
存
継
承

さ
れ
て
い
る
郷
土
芸
能
で
す
。
秋
の
地

方
祭
に
は
、
小
・
中

・
高
校
生
ら
を
交

え
て
地
区
内
で
舞
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

激
し
さ
か
ら

『若
宮
荒
獅
子
』
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

【整
備
さ
れ
た
備
品
】

獅
子
頭

3
頭
/
締
太
鼓

2
台
/
宮
太

鼓
1
台
/
ハ
ッ
ピ
却
枚
/
黒
腹
掛
加
枚

/
鯉
口
シ
ャ
ツ
却
枚
/
別
染
パ
レ
ン
叩

枚
/
子
供
用
着
物
叩
枚

広報ああず '99

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

二
月
二
十
四
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

田

口

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
市
民
の
つ
ど
い
パ
ザ

l
収

益

金

)

大

洲
喜
多
聴
覚
障
害
者
協
会

手
話
サ
ー
ク
ル

「
ド
リ
ー
ム
」

金

一
封

(

寒

行

托

鉢

)

大

洲

大
洲
市
仏
教
会
会
長
武
内
正
和

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

野

津

義

久

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中
村
(
故
)
井
上
淳
栄

金

一
封

(
一一
一
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

宮

本

武

男

梶
原

節
子

な
お
、
去
る
二
月
十
七
日
に
行
わ
れ

た
大
洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
大
会
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
新
調
さ
れ
た

獅
子
頭
や
衣
装
の
お
披
露
目
を
兼
ね
て
、

獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

押

田

貞

義

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
野
田
鶴

寿
会
・
大
洲
市
身
体
障
害
者
協
議
会
平

野

支

部

へ

)

平

野

町

森

本

幸

茂

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

曽

根

時

一

(
物
品
の
口
座
)

電
動
ベ
ッ
ト

一
台

(貸
出
用
)

中

村

野

津

義

久

一
月
二
十
二
日
j
二
月
二
十
四
日

累

計

額

八

O
一
万
五
、
九

O
六
円

内
指
定
配
分
五
一
五
万
八
、
八
四
一
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

1 

愛媛県議会

議員選挙

按票日lま

4月11日(日)

今
回
の
選
挙
は
、

二
十
一
世
紀
の

地
方
自
治
体
の
進
路
を
決
め
る
大
切

な
選
挙
で
す
。

わ
た
し
た
ち
県
民
一
人
ひ
と
り
が

安
心
し
て
政
治
を
ま
か
せ
ら
れ
る
代

表
者
を
、
き
れ
い
な
選
挙
で
選
び
ま

し
ょ
、
っ
。

【
投
票
日
時
】

四
月
十
一
日
制

午
前
七
時
1
午
後
八
時

{
投
票
資
格
}

-
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

-
満
二
十
年
以
上
の
人
。
(
昭
和
五

十
四
年
四
月
十
二
日
以
前
に
出
生
)

・
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
大
洲
市
に

住
所
が
あ
る
人
。
(
平
成
十
一
年

一
月
一
日
以
前
に
大
洲
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
)

【
不
在
者
投
票
】

投
票
日
に
仕
事
や
用
事
な
ど
で
投

票
で
き
な
い
人
は
、
前
も
っ
て
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
平
日
は
も
ち

ろ
ん
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
で
も

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま

で
の
聞
に
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

V
期
間
四
月
二
日
幽
1
四
月
十
日
出

V
場
所
大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
大
洲
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
g
@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
5
)

図書館

四
月
新
刊
案
内

寺
子
屋
式
古
文
書
手
習
い

憧
れ
の
ま
ほ
、
つ
っ
か
い
さ
く
ら
も
も
こ
著

ア
フ
リ
カ
南
部
編
赤
道
編
船
尾
修
著

図
説
沙
漠
へ
の
招
待
赤
木
祥
彦
著

菊
と
葵
の
も
の
が
た
り
高
松
宮
妃
喜
久
子
著

時
代
末
(
上
・
下
)
堺
屋
太
一
著

差

別

の

視

線

ひ

ろ

た

ま

さ

き

著

北
朝
鮮
血
と
嘘
と
断
末
魔
朴
甲
東
著

ユ
1
ロ

日

本

経

済

新

聞

社

編

女
検
事
ほ
ど
面
白
い
仕
事
は
念
い

田
島
優
子
著

岩
波
書
庖
編
集
部
編

日

垣

隆

箸

埴
原
和
郎
著

吉
田
豊
著

定
年
後

子
ど
も
が
大
事
!

日
本
人
の
顔

眠
ら
な
い
、
眠
れ
な
い

中
海
洋
一
・
鳥
居
鎮
夫
著

生
殖
に
何
が
起
き
て
い
る
か
村
松
秀
著

カ

ル

テ

の

内

側

栗

原

雅

直

箸

奇

跡

の

食

品

ジ

1
ン
・
カ
l
パ
l
箸

こ
ど
も
の
リ
サ
イ
ク
ル
手
芸
内

藤

朗

編

上
野
万
梨
子
の
オ
ー
ブ
ン
料
理

上
野
万
梨
子
箸

N
H
K
趣
味
入
門
盆
栽
竹
山

浩
著

ガ
l
デ
ニ
ン
グ
の
仕
事
高
島
徹
治
著

第

3
の

家

族

阿

久

悠

著

能
狂
言
鑑

賞

ガ

イ

ド

羽

田

頑

監

修

日
本
百
名
山
登
山
案
内
山
と
渓
谷
社
編

ダ
ン
ス
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ダ
ン
ス
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部
編

劇
あ
そ
び
脚
本
集
岡
田
純
也
編
著

司
会
進
行
コ
ツ
と
実
例
集神
坂
恵
理
子
著

裏

切

り

大

小
原
公
隆
著

ワ
イ
ン

一
杯
、だ
け
の
真
実
村
上
龍
著

12 

裏
社
員

南

英

男

著

偽

薬

江

波

戸

哲

夫

著

透

光

の

樹

高

樹

の

ぶ

子

著

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

篠

原

一
著

お

尋

者

佐

藤

雅

美

著

妖

怪

平

岩

弓

枝

著

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

山
之
口
洋
著

陽
炎
の
。

藤

沢

周

著

元

禄

練

乱

上

中

島

丈

博

著

ゴ

ー

ル

ド

ラ

ッ

シ

ュ

柳

美
里
著

一

夜

の

客

杉

本

苑

子

著

ず
ん
が
島
漂

流

記

椎

名

誠

著

預
言
者
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
(
上
・
下
)

藤
本
ひ
と
み
著

男

と

女

の

本

音

諸

井

薫

著

ひ
か
り
と
愛
と
い
の
ち
三
浦
綾
子
著

厭

々

日

記

中

野

翠

著

縛
り
首
の

N

ス
l
・
グ
ラ
フ
ト
ン
著

暗

い

迷

宮

ピ

1
タ
l
・
ラ
ヴ
ゼ
イ
著

反
撃

リ
サ
イ
ク
ル
資
料
の
提
供
に
つ
い
て

図
書
館
で
は
、
保
存
期
間
を
経
過
し

た
資
料
を
市
内
の
公
共
施
設
・
団
体
、

並
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
提

供
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ

・ν①
開
始
時
期

②
申
込
場
所

③
資
料
種
類

平
成
十

一
年
四
月

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

平
成
九
年
四
月
号
j
平

成
十
年
三
月
号
雑
誌

小
説
新
潮
・
旅
・
婦
人

公
論
・
お
し
ゃ
れ
工
房
・

趣
味
の
園
芸
・
壮
快
等

一
般
雑
誌
二
二
三
冊

小
学
一
年
生
j
小
学
六

年
生
・
り
ぼ
ん
等
児
童

雑
誌

一
五
六
冊

詳
細
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

g
@
4
4
1
9

④
主
な
内
容



4月号広報ああず '99

米
穀
販
売
業
更
新
及
び
新
規

登
録
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

平
成
8
年
度
に
米
穀
販
売
業
の
登
録

を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
有
効
期
間
の

3

年
が
満
了
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
計

商
流
通
米
の
販
売
を
行
う
場
合
に
は
、

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
愛
媛
県
内
で
新
た
に
計
画
流

通
米
の
販
売
(
卸
売
業
・

小
売
業
)
を

行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
愛
媛
県
知
事

の
登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
登
録
申
請
手
続
き
の
窓
口
及
び
受

付
期
限
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【受
付
期
限
】

平
成
孔
年
4
月
初
日
ま
で

【窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
】

一T
7
9
0
0
0
4
8

八
幡
浜
市
北
浜
一
|
三
1

三
七

八
幡
浜
地
方
局
産
業
経
済
部

農
政
水
産
諜

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

4
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
労
働
者
を
募

集
す
る
際
に
は
、
「
男
性
、
女
性
」
と

い

う
区
分
で
は
な
く
、
「
仕
事
の
内
容
」

「
求
め
る
能
力
、
適
性
、
資
格
」
「
給
与
、

労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
」
な
ど
を

は
っ
き
り
と
示
し
、
採
用
に
あ
た
っ
て

は
男
女
同
一
の
基
準
に
よ
り
選
考
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
職
を
お
探
し
の
皆
さ
ん
も
、

職
業
安
定
所
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
、

求
人
公
開
カ
l
ド
の

「仕
事
は
」
の
欄

や

「事
業
所
・
求
人
条
件
に
関
す
る
特

記
事
項
」

「
必
要
な
経
験
・
免
許
資
格

等
」
「
備
考
」
欄
を
よ
く
見
て
、
応
募

す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

※
改
正
均
等
法
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
愛
媛
女
性
少
年
室
ま
で
。

8
0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
2
2

条
件
に
不
安
や
疑
問
の
あ
る
人
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【所
在
地
】

松
山
市
大
手
町

一
一

一

岩
本
ビ
ル
三
階

【関
所
時
間
】

月
j
金
曜
日
/
午
後
2
時
1
午
後
8
時

土
曜
日
/
午
後
1
時
j
午
後
6
時

(
日
曜
日

・
祝
日

・
年
末
年
始
は
休
み
)

{フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
}

8
0
1
2
0
・
1
3
5
・
8
0
7

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
四

参
加
者
を
募
集

来
る
5
月
ロ
日
は

「看
護
の
日
」
、

こ
の
日
を
含
む
週
間
を
「
看
護
週
間
」

と
し
て
、
全
国
で
多
彩
な
行
事
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
附
愛
媛
看
護
協
会
で

は
、
そ
の

一
環
と
し
て
、

一
日
看
護
体

験
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
将

来
看
護
婦
に
な
り
た
い
学
生
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
介
護
に
役
立
て
た

い
人
、
病
院
の
こ
と
を
知
り
た
い
人
や

日
ご
ろ
看
護
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ

て
い
る

O
L
、
主
婦
、
男
性
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【実
施
日
時
/
施
設
/
募
集
人
数
】

5
月
日
日
同
9
時
叩
分
j
日
時
/
市

立
八
幡
浜
総
合
病
院
/
叩
名

(
応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

【
申
込
方
法
】
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
職
業
(
学

生
は
学
校
・
学
年
)
、
電
話
番
号
、

洋
服
サ
イ
ズ
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
中
学
生
・
高
校

生
の
参
加
に
関
し
て
は
、
学
校
の
許

可
が
必
要
で
す
。

{申
込
期
限
}
4
月
9
日
幽

【申
込
先
}
干

7
9
0
0
8
4
3

松
山
市
道
後
町
二
丁
目
一
一
ー
一
四

間
愛
媛
看
護
協
会
内
愛
媛
県
ナ
l
ス

セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
・
9
2
4
・
0
8
4
8

締切り迫る f

市民の森記念植樹

参加申込み
大洲市では、市民に親しまれる

花と緑の公園づくりの一環として

富士山に『市民の森Jを整備して
います。あなたも大切な思い出を

一本の木に託してみませんか。

日時 4月29日 みどりの日
午前10時から
富士山南側斜面

備)神田 鉄工所

会 24 -4 1 2 2 

神南 設備

まま 25 -4 6 8 4 

城戸電業社

合 25 -2 944 

久保鉄工所

合 26 -0 5 3 7 

(械 土居鉄 工所

n24-4519 

(有)ア サノ設備

n24-0783 

(有)南予水道住設

n25-1350 

佐藤水道庖

合 24 -4 4 1 0 

(有)星 加水道 設備

n26-0020 

上甲建設側

怨 24 -5 9 1 4 

徳森設備

n25-4023 

滝 田 商庖

n25-0901 

惰) 丸 電工業

n24-5351 

西田水道庖

合 26 -0 2 6 5 

備)三原設備

n24-3783 

淳 山水 道工事庖

n24-2583 

(有)いの水道設備

n24-2216 

伊予屋住設

n24-2541 

4月3日出

4月4日(日)

松
山
労
働
条
件

相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設

松
山
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
賃
金
、
労
働

時
間
、
雇
用
解
雇
な
ど
の
労
働
条
件
に

関
し
て
、
気
軽
に
相
談
に
応
じ
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。
働
く
人
た
ち
が
利
用
で
き
る
よ

う
、
げ
時
以
降
や
土
曜
日
も
関
所
し
、

電
話
相
談
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)
も
受

付
け
て
い
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
労
働

4月10日出

4月11日(日)

4月17日出

4月18日(日)

4月24日出

4月25日(日)

4月29日(材

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
山
田
き
よ
版
画
展

3
月
初
日
ω
1
4
月
4
日
間

V
創
作
ガ
ラ
ス
工
房
「
遊
」
作
品
展

4
月
6
日
例
1
4
月
日
日
同

V

「夢
工
房
」
木
工
ペ
イ
ン
ト

か
ず
ら
ク
ラ
フ
ト
教
室
作
品
展

4
月
日
日
ω
1
4
月
四
日
同

V
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

4
月
初
日
ω
j
4
月
お
日
刷

※
展
示
時
間
叩
時
j
口
時

最
終
日
は
同
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

場所

月末までの

大洲市内の交通事故

2 

《申込期限))4月8日同

※申し込み・お問い合わせは、

総務財政課行政係まで。

まま@2111(内線328)

2月末現在 昨年同期

件数 4 8 4 4 

負傷者 6 3 5 8 

死者 。 。

13 



相
談
ご
と
案
内

'99 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
担
説
}
(
愛
媛
県
)

日
時

4
月
8
日
嗣

叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

4
月
初
日

ω
叩
時
1
日
時

場

所

市

役
所
二
階
会
議
室

{
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

4
月
初
日

ω
9時
j

u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は

含
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
含
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

4
月
四
日
岡

山
時
j
日
時

場

所

大

洲
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

合
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す。

時

間

日

時
j
U
時、

日
時
l
m
時

場
所

社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
)

広報おおず

保健センターだより

{保健事業実施場所変更のお知5せ}

今月から保健センターで実施 し

ていた各種事業を総合福祉センター

内で実施します。なお事業内容に

ついては、従来どお りです。

詳しく は、保健センタ-ft23-

o 3 1 0へお問い合わせ ください。

|休日|急|患|診療|
4月4日 祖母井医院(中村)

(日) 念24-3756

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

4月11日 石川内医院(若宮)

(日) 会24-3306

大洲中央病院(東大洲)

会 24-4551

4月18日 沢井小医院 (中村)

(日) ft24-7530 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

4月25日 亀井小医院(東大洲)

(日) ft24-3757 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

池田泌医院 (東大洲)

ft24-3100 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
市
福
祉
事
務
所

【
青
少
年
相
談
電
話
}

日
時

毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@
h
h町
内
叫
ん
肘
ロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日

8
時
却
分
i
U
時

8
@
h
H
U
4
 

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

{
定
期
税
務
相
談
】

日
時

4
月
9
日
幽

叩

時

1
日
時

場
所

大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
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-乳幼児健康診査・

4月13日(刈平成10年11月生※

4月20日ω 平成9年 9月生
4月27日ω 平成8年 3月生
受付時間 1 3: 00~ 13:30 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

4月29日
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・
福
祉
相
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に
応

じ
ま
す。

+10ヶ月育児相談.

4月12日[月)平成10年6月生

受付時間 9 : 30~ 10:00 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳 ・アンケート

パスタオル

4・健康相談・栄養相談+

4月26日〈月)

10 : 00~ 12 : 00、 13 : 00 ~ 15 : 00

実施場所 総合福祉センター2階

持参品健康手帳 (予約制)

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院 (若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
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献血のお知らせ

採血車が巡回 た】

しますので、ご Q C'-I. 

協力をお願いしパ・ Fどめ

ます。'-'仁:..y

〈実施日)4月l日(木)

市立大洲病院 1O :00~ 12:00 

フジグラン大洲 13:30~ 16:30 

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
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行
い
ま
す
。

【
商
業
英
語
】

受
付
期
間

4
月
四
日
i
5
月
日
日

試

験

日

6
月
6
日
間

【簿

記】

受
付
期
間

4
月
初
日
1
5
月
口
日

試

験

日

6
月
日
日
回

※
詳
し
い
内
容
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
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ー
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で
。

.乳幼児の予防接種.

ツ反 ・BCG予防接種

乳幼児のツベルクリン反応・ B

CG接種を実施します。

該当者・平成9年10月1日~平成

10年9月30日までに生ま

れた人。

・上記該当者以外で48ヶ月

までにまだ一度も受けて

いない人。

当日は、チャイルド ・ノー トの

予防接種と子供の健康の欄をよく

読んで、、予診票を記入してご持参

ください。

実施日時、場所、持参品につい

ては、保健センターだより、各連

絡所発行の保健だよりをご覧くだ

さい。
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